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乗船を待つ白石藩士仙台群一宏片食小十防発
近(一万八千石)は初代長粥から啓九十l代目の白石城王であった.戊辰戦争の終結とともにB(北･北産轟紡､ことに会津松平宏を思蒜に城禄･所管などが行われている.白石片倉領'I節は細部差守二十万石が十三万石に減筏の上'白石城に伝封入放するにおよb'必広的にiE倉家臣千四t皇ハ戸､七千四百余人は哉軒･仙台部内で俸禄もなく苦しい止宿嘉けていた.これはE<北･北惑細愁いで九も同位であり'想故を鞄するものであった｡

このような状況で白石野
では､北弘道的拓に征野し生態の朝霞るとともに北方警朋に役立つこと空妖精

.LJ庶い出た結果､鴫別部(現
在の登別市)裏政官よ甥たきeり､明準二等(一八

｢‥長一横車東海合音.

･石Uuu.aJt安
八値を行ったが､禄蔓った武士に自責入組は両難であった.このため政府依存の入低を喚併し､明憤E)u･三月r北海造園lR蛭田既｣

に古かれている.
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硯人-期待と不安乗せ

として白石村

(究記の札咲lmriZ巧Y. I)に六Ju]人の入植が決定したものの､移li]費用の絵筆の閏眉'移itl宗族の虫くれなどから入植の労らせもなく不安な日々監E7っていた.この状況については'斉田奴武田少参事より冥京出聾所前田権グ残への苗信に如実
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管への再拝古が畏出されている.
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寒風沢に回航さす移E尋､角EB県､開拓圧'

政網棚の埴論弟在に時間の蓮過があり､N封の往栗にも星を質しt i;QtEllの[5..Dい分に涙通を欠くこともあった.移仁者の中には入姐をあき･ST･の他に荘出7)ていった考も出た｡そのようなとき'突然'開拓控は庶路丸空松偽湾円貰.汲沢に向かわせている'角田県から移住者に,Dill.)ら･された三百には訳のようにある.
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一人の下船者もなく
何の前ぶれもなく急に移

圧せよとの朝である.それも三日間.無学-あったか､四百一名成臨丸に乗如し等毘沢を出帆したのは旧館九月十二日であった.
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の航短に不安と夢菅&.せ､十七旦腿虎に入海'鼠持ちと同時に由旅の班九で発消した看'妊婦に対する休息のための舶鰭めであった｡その間､U.･冷地に向かうに熊野と界のれる者には下船し春まで持つことをすすめているが'一名の下船巧もなく全員乗おし'出帆を持った.この両虎は国見の伐辰牧争終宗の地､開拓地に向かう意欲と祝雑な繋戯の日々であったと思われる.(札幌白石苗教諭･妬土空家)


